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令和２年度の成果 

 

 
名 称 

基準年値 

(Ｈ23年度) 

現況値 

(R2年度) 

目標値 

(R5年度) 

評価 

 

環境指標 河川の環境基準適合状況※1 66.7％ 83.3％ 100％ B 

 
海域の環境基準適合状況※2 20.0％ 40.0％ 

現況値より

増加 
A 

 生活排水処理率※3 83.2％ 92.0％ 92.0％ A 

取組指標 下水道普及率 40.4％ 52.2％ 68.4% B 

 川をきれいにする啓発イベント

の実施回数 
1 回 1 回 2 回 B 

Ａ：目標値を達成 Ｂ：目標値に近づいている Ｃ：目標値に近づいていない －：評価できない 
※1 河川の環境基準適合状況=BOD の測定地点数に占める環境基準適合地点数の割合 

※2 海域の環境基準適合状況=COD の測定地点数に占める環境基準適合地点数の割合 

※3 生活排水処理率=(公共下水処理人口+合併処理浄化槽人口+農業集落排水処理人口)÷行政区域内人口 

 

○河川の環境基準適合状況については、環境基準が適用される河川の測定地点６地点中５

地点において環境基準を達成しています。目標達成に向けて、水質改善の取組を実施し

ていきます。 

 

○海域の環境基準適合状況については、地先海域（苅田港内）１０地点中４地点において

環境基準を達成し、目標値を満足しています。 

 

○生活排水処理率については、公共下水道処理や合併処理浄化槽、農業集落排水処理人口

の増加により前年度（９１．９％）より０．１％上昇し、目標値を満足しています。 

 

○下水道普及率については、下水道認可区域を着実に整備し、供用開始区域を広げており

前年度（５１．６％）より０．６％上昇しました。目標達成に向けて、整備を続けてい

きます。 

 

○川をきれいにする啓発イベントについては、殿川とホタルを守る会（町民団体）が清掃

活動を１回実施しました。新型コロナウィルスの感染拡大に伴い例年行っていた生きも

の調査が中止となり、事前に行う清掃活動も中止となり、前年度（３回）より減少しま

した。目標達成に向けて、コロナ収束後は例年と同程度のイベントを実施します。 
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施策や取組の現状と課題 

 

１－１ 川・池・海の水質を改善する 

○町及び福岡県が継続的に水質モニタリングを実施しています。町が実施する調査は、河

川の水質について町内１１河川（１３地点）で年４回、海の水質について苅田港内外１

０地点で年１回行っています。結果は広報かんだと町や県のホームページで情報提供し

ています。今後も継続してモニタリングを実施していきます。 

 

○農業において化学肥料等削減の啓発推進や、希望する家庭にＥＭ活性液を無料配布し、

家庭からの生活排水をきれいにすることにより、河川・海域の水質改善に取り組んでい

ます。今後も施策を継続し、水質改善に取り組んでいきます。 

 

１－2 生活排水対策などで水環境を守る 

○公共下水道の認可区域を着実に整備し、供用開始区域を拡大し、整備区域内における速

やかな接続を促します。公共下水道認可区域外では、合併処理浄化槽設置者に対する補

助金等の支援により、合併処理浄化槽の設置を推進しています。また、白川南部地域で

は農業集落排水処理施設を整備しています。公共下水道、合併処理浄化槽、農業集落排

水処理施設の整備により更なる生活排水処理率の向上を目指します。 

 

○町と環境保全協定を締結している１５の工場・事業場について、排出水の調査を年１回

行っています。協定の水質基準値を超えている場合は、当該事業者に対して原因調査や

施設改善等の指導を行っています。今後も継続して調査していきます。 

 

１－3 水とふれあい、水資源への意識を高める 

○新型コロナウィルスの感染拡大に伴い川をきれいにする啓発イベントは殿川とホタルを

守る会（町民団体）が殿川で実施した清掃活動１回だけとなりました。コロナ収束後に

は多くの方に参加してもらえるように水にふれあえるイベントの回数や内容を充実させ

ていきます。 

 

○河川工事をする際は、川に生息する野生生物の生育を阻害しないよう工事の方法や時期

に配慮します。 

 

○町民団体が実施する川をきれいにする活動の支援を行うとともに、活動の様子をホーム

ページや広報誌に掲載し、町民・各種団体・事業者に水資源の大切さを知ってもらえる

よう啓発しています。 

 

○「水道週間」のポスター掲示等により、水資源の大切さを町民・事業者へ啓発していま

す。 
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令和２年度の成果 

 

 
名 称 

基準年値 

(H23 年度) 

現況値 

(R２年度) 

目標値 

(R5年度) 
評価 

環境指標 大気汚染の環境基準適合状況※1 100％ 100％※3 100％ A 

 降下ばいじんの目標達成状況※2 100％ 100％ 100％ A 

 
公害苦情件数(騒音・振動・悪臭) 9 件 21 件 

現況値より

減少 
C 

取組指標 協定に基づく事業所ばい煙測定 

回数 
1 回/年 1 回/年 1 回/年 A 

 

Ａ：目標値を達成 Ｂ：目標値に近づいている Ｃ：目標値に近づいていない －：評価できない 
※1 大気汚染の環境基準適合状況=二酸化窒素、二酸化硫黄、浮遊粒子状物質の環境基準達成の割合 

  なお、光化学オキシダントについては、全国的に環境基準を達成できていない状況であり、町独自の対策を 

実施することも困難であるため、環境指標には設定せず、経年変化の把握のみ行うこととします。 

※2 降下ばいじんの目標達成状況=測定値点数に占める目標達成地点数の割合 

※3 平成 30 年度の数値(福岡県の公害関係測定結果より) 

 

○大気汚染の環境基準適合状況については、環境基準を達成し、目標値を満足しています。 

 

○降下ばいじんの目標達成状況については、町内１２地点すべてで目標を達成し、目標値

を満足しています。 

 

○公害苦情件数については、２１件（うち、騒音０件 悪臭７件 大気汚染１１件 その

他３件）となっており、前年度（２５件）より４件減少しています。目標達成に向けて、

住民や事業者に対して周知・啓発・指導を行っていきます。 

 

○環境保全協定に基づく事業所ばい煙測定については、９事業所で実施し、目標値を満足

しています。 
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施策や取組の現状と課題 

 

２－１ 大気環境を保全する 

○町及び福岡県が継続的に大気環境のモニタリングを実施しています。町が実施する降下

ばいじん調査は、町内１２地点で毎月１回行っています。また福岡県が役場庁舎に大気

汚染常時監視測定局を設置しており、常時測定が行われています。測定結果や光化学オ

キシダント、PM2.5 に関する情報は広報かんだと町や県のホームページで情報提供して

います。環境指標の目標値は達成できていますが、今後も継続してモニタリングを実施

し、大気環境問題の未然防止に努めます。 

 

○町と環境保全協定を締結している９の工場・事業場の１１施設について、排ガスのばい

煙調査を年１回行っています。協定の大気基準値を超えている場合は、当該事業者に対

して原因調査や施設改善等の指導を行っています。今後も継続して調査していきます。 

 

○町では環境にやさしいハイブリッド車や電気自動車を公用車に導入するなど、自動車排

ガスの低減に取り組んでいます。町民・各種団体・事業者には、エコドライブ（環境に

優しい運転の仕方）について、情報発信の充実に取り組みます。 

 

２－２ 騒音・振動・悪臭・有害化学物質による汚染を防ぐ 

○自動車騒音・振動については、福岡県がモニタリングを実施しています。町では、その

結果を確認し、苦情原因になりそうな場合は関係機関と協議するなど問題の未然防止に

努めます。 

 

○法令で規制されない苦情が増加傾向にあるため、町民や事業者に対し広報かんだやホー

ムページ等で苦情が発生しないよう情報発信の充実に取り組みます。 

 

○工場・事業所の騒音、振動については、町が適正な届出の指導や助言を行っています。

また施設等の適正な使用・管理について、監視・指導を行っています。 

 

○有害化学物質については、福岡県が実施する研修会や文書等で情報収集を行っています。

有害物質の適正な管理について、該当する事業者は福岡県に届け出る義務があり、県や

事業者で適正管理に努めています。過去に問題となった事例はありませんが、町内で問

題が発生した場合には県や関係機関と連携し迅速に対応を行います。 
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令和２年度の成果 

 

 
名 称 

基準年値 

(H23 年度) 

現況値 

(R２年度) 

目標値 

(R5年度) 

評価 

 

環境指標 町民１人１日あたりの 

ごみ排出量※1 
1,016ｇ/人/日 98３ｇ/人/日 914ｇ/人/日 B 

 ごみのリサイクル率 

（RDF化除く）※1 
15.3％ 16.9％ 25.0% B 

 

取組指標 資源ごみの拠点回収の 

箇所数 
6 箇所※2  16 箇所 16 箇所 A 

 集団回収登録団体数 46 団体  35 団体 60 団体 C 

Ａ：目標値を達成 Ｂ：目標値に近づいている Ｃ：目標値に近づいていない －：評価できない 
※1「苅田町一般廃棄物処理基本計画」(平成 26 年3 月)と共通の指標 

※2 基準年値は平成 25 年度(紙ごみ拠点回収事業開始が平成 25 年6 月のため) 

 

○町民１人１日あたりのごみ排出量については、前年度（９８５ｇ）から２ｇ減少してい

ます。目標達成に向けて、ごみ減量化意識の向上推進に努めていきます。 

 

○ごみのリサイクル率については、前年度（１５.９％）より１％上昇しています。目標達

成に向けて、リサイクル回収品目の増加等に努めていきます。 

  

○資源ごみの拠点回収の箇所数は、紙ごみ６箇所・古着１０箇所となっており、目標値を

満足しています。 

 

○集団回収登録団体数は、前年度（３９団体）から４団体減少しています。目標達成に向

けて、制度の周知など登録団体が増加するよう努めていきます。 
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施策や取組の現状と課題 

 

３－１ ごみ減量を推進する 

○町民１人あたりのごみ排出量は９８３ｇとなっております。全国平均は９１８ｇ(令和元

年度実績)であり、町民１人あたりのごみ排出量はまだまだ多い状況にあります。 

 

○ごみ排出量の抑制について、資源物の分別回収等の家庭・事業所でできる取り組みにつ

いて、広報かんだやホームページなどを通して情報発信しています。今後も新しい取り

組みなど随時紹介し、ごみ減量に対する意識向上を図っていきます。 

 

○ごみ処理有料化については、今後も検討を行なっていきます。 

 

３－２ ごみの分別・リサイクルを推進する 

○ごみの分別ルール等を、広報紙やホームページ及び LINE 等で町民に啓発しています。 

 

○家庭から排出される燃やせるごみの中には、紙類のように再資源化できる物が混入して

います。町民の資源化に対する意識の向上を図り、再資源化への啓発を進めるとともに、

紙ごみの分別収集ができるよう関係機関と調整していきます。 

 

○リユース活動推進の取組として、毎年１２月に開催される地産地消フェアにおいて、エ

コバッグを配布していましたが、新型コロナウィルスの感染拡大に伴い中止となり、取

組の実施はできませんでした。また、役場内の物品調達については、再生資源を使った

製品を使用しています。令和２年７月からレジ袋が有料化され、エコバッグを使用して

買物する町民は着実に増加しています。 

 

３－３ ごみについて考える機会を増やす 

○ごみ排出について、広報かんだやホームページ等で情報を発信していますが、イベント

等での一般町民に対しての周知する機会増を検討していきます。 

 

○エコプラントやリサイクルセンターの見学については、新型コロナウィルスの感染拡大

に伴い令和２年度は、見学者の受入を行いませんでした。コロナ収束後は、見学を積極

的に受け入れていきます。 

 

３－４ ごみ処理システムを改善する 

○分別回収を徹底するため、ごみ出しルールの周知を行っており、ルール違反ごみについ

ては排出者への指導を行っています。ごみ出しルールの啓発を推進します。 

 

○エコプラントの長寿命化対策や、町の特性を活かした環境配慮型の効率的で合理的な処

理システムについて、情報収集に努めます。 
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令和２年度の成果 

 

 
名 称 

基準年値 

(H23 年度) 

現況値 

(R２年度) 

目標値 

(R5年度) 

評価 

 

環境指標 森林面積※1 1,652ha※2 1,680ha※3 現況地を維持 A 

 耕地面積 570ha※４ 553ha 現況値を維持 C 

 自然環境に満足している 

町民の割合(★) 
19.5％ 25.3％ 

現況値より 

増加 
A 

取組指標 殿川のホタル確認数 65 頭 約 284 頭 500 頭 B 

 自然観察会等の実施回数 1 回 0 回 2 回 C 

Ａ：目標値を達成 Ｂ：目標値に近づいている Ｃ：目標値に近づいていない －：評価できない 

(★)は「第 4 次苅田町総合計画」と共通の指標。 

※1 森林面積=農林水産省が5 年ごとに実施する「農林業センサス」によって把握。 

※2 基準値は平成 22 年度の値。 

※3 現況値は平成 27 年度の値。 

※4 基準値は平成 24 年度の値。 

 

○森林面積については、前年度（１，６８０ｈａ）と同じ面積となっており、目標値を満

足しています。 

 

○耕地面積については、前年度（５５３ｇ）と同じ面積となっています。目標達成に向け

て、農地を管理する人に対する支援を行っていきます。 

 

○自然環境に満足している町民の割合については、前回の結果（２４．０％）から１．３％

上昇し、目標値を満足しています。 

  

○殿川のホタル確認数については、前年度（２８７頭）とほぼ同数でした。目標達成に向

けて、ホタルが生息しやすい環境整備に努めるとともに、保護活動をしている団体に対

して支援を行います。 

 

○自然観察会等の実施回数については、前年度（５回）から減少しました。新型コロナウ

ィルスの感染拡大に伴いイベント等が実施できませんでした。目標達成に向けて、コロ

ナ収束後は、イベントを開催していきます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

8 

 

施策や取組の現状と課題 

 

４－１ 山・里山・川・池・海を守り、生き物を大切にする 

○開発行為が行われる際に、その影響を回避するための措置を行うよう可能な限り助言や

指導を行っていきます。 

 

○河川工事の際は、自然環境に配慮した整備を行っています。今後も有識者や河川工事担

当課と連携を取り合って、自然に配慮した維持管理を行っていきます。 

 

４－２ 自然とのふれあいを促進する 

○新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、例年実施していたイベント等が実施できません

でした。コロナ収束後は、例年と同等程度のイベント開催を目指して、自然とふれあう

実施プログラムの開発や、受け入れ体制の整備を行っていきます。 

 

○町内の生き物情報はこれまで発信していなかったので、今後は広報かんだやホームペー

ジに自然観察会で発見した生物情報などをわかりやすく積極的に発信していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

                  平尾台 
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令和２年度の成果 

 

 
名 称 

基準年値 

(H23 年度) 

現況値 

(R２年度) 

目標値 

(R5年度) 

評価 

 

環境指標 町民 1人あたりの都市公園面積 5.4 ㎡/人 5.3 ㎡/人 10 ㎡/人 C 

 住環境に満足している町民の割合

(★) 
18.7％ 18.9％ 

現況値より

増加 
A 

 

取組指標 環境美化の日のごみ回収量 

(2t 車台数)  
250 台 151 台 

現況値より

減少 
A 

花いっぱい運動への参加団体数 19 団体 30 団体 50 団体 B 

 歴史・文化財関連の講座・イベント

※１の実施回数※２ 
15 回 5 回 18 回 C 

Ａ：目標値を達成 Ｂ：目標値に近づいている Ｃ：目標値に近づいていない －：評価できない 

※(★)は「第 4 時苅田町総合計画」と共通の指標。 

※１歴史・文化財関連の講座・イベント=「かんだ郷土史研究会」や「苅田ガイドの会」との連携等によって実施する講

座・イベントのうち、歴史的・文化的資源を直接、鑑賞等で活用するもの(例：まち歩き等) 

※２苅田町観光協会「苅田ガイドの会」の講座・イベントを追加しました（平成２８年度成果より） 

 

○町民１人あたりの都市公園面積については、前年度（５．３㎡／人）と同じで横ばいで

推移しています。目標達成に向けて、都市公園を整備していきます。 

 

○住環境に満足している町民の割合については、目標値を満足しています。 

 

○環境美化の日のごみ回収量については、前年度（２９５台）より大幅に減少しています

が、新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、年２回開催のうち１回が実施できなかった

ためです。 

 

○花いっぱい運動への参加団体数ついては、前年度（４３団体）から減少しています。目

標達成に向けて、町民やボランティア団体、企業等に参加を呼びかけます。 

  

○歴史・文化財関連の講座・イベントの実施回数については、新型コロナウィルスの感染

拡大に伴い、前年度（２０回）より減少しました。目標達成に向けて、コロナ収束後は、

前年度同程度の講座・イベントを実施します。 
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施策や取組の現状と課題            

 

５－１ 身近なみどりを増やす 

○既存公園については、年２回花植えを行い美しい街並みを形成するため、まちなかでの

緑化を推進しています。また、緑地の保全整備を進めるとともに、緩衝緑地について整

備や見直しについての検討を進めます。 

 

○花いっぱい運動への参加団体数は３０団体となっており、地域や町民と協働した取組を

通じて美しい町並みの形成の推進を図ります。 

 

５－２ まちをきれいにする 

○春と秋の年２回「環境美化の日」に各区住民や協力業者により、町内一斉清掃活動を実

施していますが、令和２年度は秋に１回実施しました。ボランティア参加のごみ運搬協

力事業者数が減少傾向にあり、地域住民の高齢化等継続していく上で課題もありますが、

今後も参加協力を呼びかけます。 

 

○一定区間の町道や公園、河川の美化活動を行う団体と協定を結び道路・公園・河川サポ

ート活動団体として町が公認し、活動を支援しています。令和２度末時点での団体数は、

道路１４団体、公園４団体、河川１団体の合計１９団体で、昨年度（１７団体）より増

加しています。 

 

○不法投棄箇所やルール違反ごみの多いごみ集積場所には、看板等の設置により啓発を行

っています。 

 

○ごみ集積場所に分別しないままごみを出したり、他の地域の人がごみを投棄したりする

ことが問題となっています。所有者やごみ集積場所の管理者と連携し、注意啓発看板を

設置する等不法投棄の発生防止を図ります。また不法投棄の通報に際しては、現地確認・

排出者への指導を行い、悪質な場合は警察に通報するなど適正に対処していきます。 

 

５－３ 良好な景観を形成する  

○景観に配慮した道路等については、福岡県と整備箇所や時期などについて協議を進めま

す。また、景観計画の届出制度については、福岡県と連携し一層の周知に努めます。 

 

○良好な景観を形成するため、建築物や屋外広告物に対して景観法や地区計画に基づき適

宣指導を行っています。 

 

○かんだ郷土史研究会・苅田ガイドの会との連携により、まちの歴史を学ぶ講座や視察研

修を行っています。新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、講座等の開催機会が減少し

ましたが、小学校に町内の遺跡等を紹介した資料を作成し、配布しました。 
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令和２年度の成果 

 

 
名 称 

基準年値 

(H23 年度) 

現況値 

(R２年度) 

目標値 

(R5年度) 

評価 

 

環境指標 
温室効果ガス総排出量 

3,１83 千

t-CO2 

3,801 千 

t-CO2※４ 
― ― 

 家庭部門の町民 1 人あたり 

CO2排出量 

1.65 

t- CO2 

0.80 

t- CO2 
― ― 

 

取組指標 公共施設の温室効果ガス排出量

※1 

7,515 

t-CO2 

4,160 

t-CO2 

5,185※3 

t-CO2 
A 

 省エネルギー・再生可能エネルギ

ーに関する情報提供回数※2 
7 回 2 回 10 回 C 

公共施設における再生可能エネ

ルギー設備の導入件数(累計) 
2 件 2 件 

現況値より

増加 
B 

コミュニティバスの利用者数 109,273 人 58,873 人 
現況値より

増加 
C 

Ａ：目標値を達成 Ｂ：目標値に近づいている Ｃ：目標値に近づいていない －：評価できない 

※1 公共施設の温室効果ガス排出量=「第四次苅田町地球温暖化対策実行計画」(平成 31年 2 月策定)と共通の指標 

  基準年値＝（平成 25 年度における温室効果ガス排出量）「第四次苅田町地球温暖化対策実行計画」より 

※2 省エネルギー・再生可能エネルギーに関する情報提供回数=広報かんだや町ホームページ等において、省エネルギー・ 

  再生可能エネルギー設備機器の紹介や、国や県の補助金制度等の情報提供を行った回数 

※3 目標値は、「第四次苅田町地球温暖化対策実行計画」の令和５年度目標値を反映しています。 

※4 平成３１年度の数値 

 

○温室効果ガス排出量は、平成２９年度（４，９２６千 t-CO2）をピークに減少傾向にあり

ます。また家庭部門の町民１人あたりの CO2排出量は年々減少しています。 

 

○公共施設の温室効果ガス排出量については、前年度４，２４７（t-CO2）から減少し、目

標値を満足しています。 

 

○公共施設における再生可能エネルギー設備の導入については、白川小学校と町民温水プ

ールに太陽光発電装置が設置されていますが、増加はしていません。目標達成に向けて、

公共施設の更新の際には再生可能エネルギー設備の導入を検討します。 

 

○コミュニティバスの利用者数については、前年度（７８，５６９人）より減少していま

す。目標達成に向けて、利便性の向上に努めます。 
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施策や取組の現状と課題 

 

６－１ エネルギーを大切にし、効率的に使う 

○エコファミリーやエコ事業所などの取組みへの参加を、広報かんだやホームページなど

で広く町民や事業所に向け情報提供しています。また令和２年度は地球温暖化防止活動

推進員と連携してエコ出前講座を２回開催し、省エネ行動を普及啓発しています。 

 

○公共施設ではコピー機や照明などを省エネ製品に切り替え、機器の更新時には省エネ機

器の導入を進めています。役場庁舎内には、電気使用量の監視装置を設置し、電気使用

量の抑制に努めていますが、役場庁舎の令和２年度電気使用量は６９６,６５２kWhで、

前年度から６，１９３kWh の増加となりました。また、自治会の防犯灯については、LED

に取替えを進めています。 

 

○住宅や工場などを新築・改築する際に高断熱化や省エネ設備の導入など、環境に配慮し

た建物を選択できるよう国や県からの情報を提供します。 

 

６－２ 再生可能エネルギーを活用する 

○再生可能エネルギー導入について、補助などの情報提供や普及啓発を行っています。 

  

○町有地の有効利用や公共施設の更新の際には再生可能エネルギー導入を検討します。 

 

６－３ 車利用による二酸化炭素排出を減らす 

○町のホームページでエコドライブの啓発を行っています。また、エコカーの普及を進め

ていきます。 

 

○町の公用車については、７台（電気・ハイブリット）を導入しています。引続き環境に

やさしい車の導入を推進します。 

 

○コミュニティバスの利用者数については、平成２７年度の運賃値上げや新型コロナウィ

ルスの感染拡大に伴い、利用者が落ち込んでいます。より多く町民の方に利用していた

だけるように、ルート等の見直しや他の交通機関との乗り継ぎ向上等より、利用促進に

取り組んでいきます。 
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令和２年度の成果 

 

 
名 称 

基準年値 

(H23 年度) 

現況値 

(R２年度) 

目標値 

(R5年度) 
評価 

取組指標 環境関連講座・イベントの 

実施回数 
8 回  2 回 10 回 C 

 「環境レポート※1」の作成・公表 ― 年 1 回 年１回 A 

 
広報かんだへの環境記事掲載回数 92 回  95 回 

現況値より

増加 
B 

町民計画推進組織（かんだエコね

っと）※２の会員数 

 (個人会員・団体会員・企業会員) 

― 6 会員 30会員以上 B  

Ａ：目標値を達成 Ｂ：目標値に近づいている Ｃ：目標値に近づいていない －：評価できない 

※1 環境レポート＝本計画に掲げた目標の達成状況や施策・事業の実施状況について、各年度の成果をとりまとめた報告

書のこと。 

※2 町民計画推進組織（かんだエコねっと）=本計画の実行組織としての団体のこと。町民・各種団体、大学等教育機関、

事業者等で構成されます。 

 

○環境関連講座・イベント実施回数については、新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、

前年度（６回）より減少しました。目標達成に向けて、コロナ収束後はイベントを企画・

実施します。 

  

○「環境レポート」の作成・公表については、ホームページにて公表し、目標値を満足し

ています。 

 

○広報かんだへの環境記事掲載回数については、前年度（９５回）と同等で、目標値を満

足しています。 

 

○町民計画推進組織（かんだエコねっと）については、新規加入なく横ばいでした。かん

だエコねっとの活動内容の発信を町ホームページ等で積極的に行い、組織が町民や団体

にとって、身近に感じられる存在となることを目指していきます。 
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施策や取組の現状と課題              

 

７－１ 環境教育・学習を推進する  

○地球温暖化防止活動推進員と連携して、小学校（２校）でエコ出前講座を開催しました。

全ての小学校での出前講座の開催を目指します。また、一般町民対象のエコ出前講座を

開催できるように仕組みづくりに取り組みます。 

 

○小学校の総合的な学習の時間に、環境に関する学習を実施しています。 

 

７－２ 環境情報を発信する 

○広報かんだやホームページ、ＬＩＮＥ等で環境に関する情報を発信しています。 

 

○環境レポートを作成し、ホームページで公表しています。 

 

７－３ 環境に取り組む人・団体をつなぐ 

○かんだエコねっとの登録団体や個人については、会議室の提供や清掃活動等の資材の提

供を行っています。 

 

○かんだエコねっとにおいて、環境保全活動に取り組む各種団体や個人などの相互ネット

ワーク化を図り、広報かんだ等を通して会員数の増加に向けた取り組みを行います。 

 

○かんだエコねっとには事業者の参加がないため、今後は事業者の登録促進を行っていき、

個人・団体のネットワークづくりを推進します。 

 

 

 

 

  

コロナ禍で大変な時だけど、地球環境改善に向けて 

身近なことから実践してゆこう！ 


